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題
設
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手
順
を
自
分
の
も
の
に
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構
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単
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ジ
ャ
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換
(
一
八
四
-
一
)
.

んさ(第三種郵便物認可)

予測できれば、応用できる
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『白街』の子どもたち 10人に対する 6ヶ月間の実路
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力

す
.
用
途
に
あ
っ
た
応
用
力
が
.
生
活
力
な
の
で
す
。

ま
ず
は
、
頭
の
な
か
で
ふ
た
つ
に
分
け
る
.
レ
ン
ガ
の

配
到

一
つ
の
全
体
を
二
つ
に
分
け
る
こ
と
.
こ
れ
が
す

べ
て
の
基
本
で
す
.
脳
の
情
報
処
理
か
ら
言
っ
て
も
そ
う

で
す
.
-
対

2
対
4
の
レ
ノ
ガ
の
配
列
.
二
つ
に
分
け
る

黄
金
比
、
そ
う
言
っ
て
良
い
で
し
ょ
う
.
積
み
木
あ
そ
び

は
、
セ
ガ
ン
の
考
案
で
す
.
し
か
も
.
一
つ
で
は
犠
倣
に

な
ら
な
い
。
二
つ
の
積
み
木
の
置
き
方
の
関
係
に
対
し
て

模
倣
す
る
、
と
.
本
質
を
つ
い
た
表
現
で
す
.

斜
線
に
潜
む
基
底
線
.
頭
の
な
か
で
の
対
角
線
的
な
見

A 全体から部分へ、情成単位への変換。
抱置を叩〈ために、つるはしの両織を持つよヲにとか 3 

人分 4人分の食卓を創宣するようにとか. 全体からm分へ
の手順を要する謀題を命じたとしまし，う ...念たがら難 し

い.何をどうするか 繍成への手順 (age阿国何lent)は 判断に
よ り続伸に 巧みによ り手仕事に 銘記されたものです.

B 予測を育てるのは、用途による教育。
生活力は まわりの世界との予悠による交渉箆カです. 用

途によ る教育は 理鎗田敏官とは途。て 予測をいつも前提

としています.倒えば 形は同じでも、折り畳みナイフでは

パンを切れません. 大きえ£智通の包丁のようにはいきませ

ん. ちぎらなければならないのです. ものの同ー位を評価す

るのは樋念ですが、それらの相互関係‘ 用途について野価で

きれば 観念になります.

C. 1対 2対 4の配列、二つに分ける力。
同じものをいろんなふうに見立てる. これが子どもの特繕

です.単純でもあり 綾稚でもある レンガの配列.すへての

面が畏方形で 長さは幅町二倍、制は，.さの二階. ヱれであ

らゆるものが建造できます.子どもは ーつだけでは 模倣

しませんでした. 二つにすると .かれらは組み立てま した.

例えば、績になった積み木の上に 垂直に置くとか.畿む こ

とのでき る§人の生徒は 4. 5倒からなる 纏健な組み合わ

せも ー固で僚依しました.

比
べ

「
配
列
(
ア
ジ
ヤ
/
ス
マ
ン
}
」
と
い
う
用
語
を

も
ち
い
て
い
ま
す
.
類
義
、
対
比
の
宅
問
的
な
も
の
か
ら
、

誰
が
ど
う
す
る
の
統
辞
的
な
も
の
ま
で
.
「
配
列
」
で
あ

り
、
「
生
成
」
で
す
.
配
列
と
生
成
は
頭
の
な
か
で
行
わ

れ
ま
す
.
こ
れ
が
「
変
換
」
で
す
.
こ
の
た
め
に
は
、
斜

線
を
引
く
と
き
に
問
わ
れ
る
よ
う
な
、
頭
の
な
か
で
の
基

底
線
の
読
み
と
り
、
こ
れ
が
前
提
だ
と
言
う
の
で
す
.

読
み
の
練
習
は
頭
の
な
か
で
の
変
抽
出
練
習
.
韻
律
回

路
の
増
強

基
底
線
の
読
み
と
り
は
‘
同
時
に
垂
線
の
読

み
と
り
で
も
あ
り
ま
す
.
こ
れ
は
も
は
や
、
読
み
の
世
界

へ
の
移
行
で
す
.
文
字
連
続
に
対
し
、
拍
節
単
位
で
読
み

取
っ
て
い
く
.
ま
さ
に
、
頭
の
な
か
で
の
変
換
練
習
で
す
.

障
害
児
教
育
は
当
初
か
ら
、
こ
れ
が
可
能
と
な
る
過
程
を

対
象
と
し
て
い
ま
し
た
.
(
北
海
道
教
育
大
学
教
授
)

D 斜線に潜む基底線、対角線的な比較.
斜線は 完全伝比吸を実現します.斜線は‘傾剰により垂

線の性貨を 、方向によ り水平線の佐賀を僻びています.斜線

は 実際の晶 あるいは虚術回線との闇係でしか斜線でない

がゆえに 観念の入り口 です.斜線を引くとき の目E りは

物自体に内在した聞係を理解するには欠かせません.

E 拍節による変換は、頭の回路を作る.
2驚み方11，文字を統みに歪換すること 組み合わせを音節
として発奮すること これらの使用によって しか征服するこ

とができません. 例えば cta~va包 {クラ・パット、ネクタ

イ}に対 し、ある子は 泊咽 司 凶va-te-gra-va -kra.va. ke 
と発音します.観みの練習により 摘節としての連続完声が

強化され 聞き ・絡し ー思考する鎖徐回路が形成されます.

F 二人でいくつ、頭で錨けば拍象世界。
具体の概念をもたない人に、抽象を教えることはできませ

ん.つるほし金手にさせたよう に かれ らに数字を触知させ

ました.かれらはまず、 三っと四つのまとまりを混同しまし

た.・として盛に緬けないのです.二つk二つで銀つ. これ
を惣い楢付るかが、抽象への出，差点だと患います.

前
回
は
、
「
手
足
を
自
分
の
も
の
に
」
と
い
う
こ
と
で

動
作
学
へ
の
課
題
に
つ
い
て
お
話
し
ま
し
た
.
障
害
児
教

育
が
、
創
始
当
初
か
ら
「
共
同
運
動
(
シ
ナ
ジ

l
)
」
の

憎
強
と
い
う
観
点
を
貫
い
て
い
た
こ
と
に
篤
か
さ
れ
ま
す
.

し
か
も
、

足
腰
か
ら
の
そ
れ
で
し
た
.
姿
勢
の
保
持
と
共

同
運
動
の
発
達
、
こ
れ
に
関
す
る
諸
資
料
を
提
示
し
て
い

く
予
定
で
す
.
今
回
は
、
も
う
一
つ
の
課
題
、

「手
順
を

自
分
の
も
の
に
」
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

生
活
力
を
ど
の
よ
う
に
形
成
す
る
か
.
セ
ガ
ン
は
、
他
方

で
「
予
想
で
き
れ
ば
‘
応
用
で
き
る
」
と
い
う
観
点
を
も

っ
て
い
ま
し
た
.
こ
れ
は
脳
研
究

の
到
達
段
階
か
ら
い
っ
て
も
卓
見
で

す
.
子
ど
も
た
ち
を
前
に
.
実
際
、

ど
の
よ
う
に
接
近
し
た
の
で
し
ょ
う

か
.
図
に
、
前
回
同
様
、
こ
れ
に
関

係
す
る
と
こ
ろ
を
概
括
し
ま
し
た
.

全
体
か
ら
部
分
へ
.
用
途
に
よ
る

教
育
は
予
測
を
育
て
る

見
た
ま
ま

で
は
な
く
、
全
体
か
ら
部
分
に
変
換

す
る
力
・
セ
ガ
ン
は
.
食
卓
を
用
意

す
る
課
題
を
あ
げ
て
い
ま
す
.
何
と

何
を
使
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
企
べ
る

の
か
.
ま
た
、
何
人
分
、
用
意
す
る

の
か
.
全
体
だ
け
が
明
確
で
、
組
み

立
て
は
自
由
.
自
分
な
り
の
手
順
で

よ
い
の
で
す
.
用
途
だ
け
が
基
準
で


